
第574号56-1か16

我孫子市役務念頭総会議事録

干 270-lLf"立1f:(市 1

ゐ
一
吋
活
力
の
あ
る
子
と
も
に
-
と
矯
山
氏

高台負

可-j控
争
指
刷
特
泌
総
mw
議
員
で
非
常
動
的
も
の
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。
(
詳
嬬

拐
殺
組
問
汲
び
索
開
m骨
背
後
じ
剛
附
す
る
条
例
は
二
簡
に
)

の
一
叩
部
品
端
正
背
像
祭
念
協
同
生
法
に
簿
登
市
下
水
道
串
倒
的
一
郵
政
蕊
下
水

づ
き
労
総
務
ふ
庶
務
礎
体
制
制
者
確
立
し
、
滋
卒
業
的
対
紋
帥
出
金
化
L
C
禦
縁
遠
営
の

職
場
で
め
後
A

殺
と
線
機
会
内
寸
る
た
め
、
内
滑
化
お
よ
び
校
民
綴
銃
押
向
上
め
た

緩
激
燃
や
い
殺
後
す
る
も
め
せ
す
。
的
、
公
共
下
水
一
叫
滅
的
使
闘
用
料
景
品
判
票
上

争
中
市
心
持
総
務
総
裁
暗
殺
導
機
険
会
議
げ
る
も
の
で
寸
悠
〈
紙
付
織
は
“
災
聞
に
…

捌
倒
的
…
撃
沈
心
身
緊
孤
児
内
総
学
意
義
一
一
審
護
す
ベ
傘
務
総
端
的

毒

事

警

る

う

毛

、

議

多

岐

に
わ
た
る
約
時
間
に
対
処
し
、
効
帯
化
合

問
開
る
た
め
委
E
H
会
め
委
員
鑑
識
を
一
部

変
更
す
る
も
の
で
す
。

争
+
問
調
郁
市
計
一
輯
下
卓
遂
事
構
受
益
者
負

柑
也
会
条
刷
間
的
出
制
定
都
市
計
画
法
第
七

十
五
条
内
設
定
に
法
っ
き
、
下
水
道
事

業
受
絞
者
負
担
余
円
徴
収
に
関
l
ヤ川口授

震
被
及
び
盗
殺
区
境
内
の
住
居
表
示
の
山
」
i
y

す
る
も
の
で
す

方
法
に
つ
い
て
回
以
戸
西
訴
地
区
に
つ

潟
北
台
地
域
協
惜
世
銀
工
事
に

い
て
注
総
長
一
不
を
笑
擁
す
る
も
の
で
す

一
千
二
一
酉
万
m
門
遠
扱

#
品
干
の
箆
塘
及
び
u
T
時
名
称
由
猿
更
に

つ
い
て
奴
戸
再
開
綿
織
絞
め
依
的
資
抗
争
昭
和
五
十
穴
草
凌
世
間
一
日
脱
会
鈴
鯵
廷

に
伴
い
、
学
的
反
械
と
そ
の
名
称
を
波
予
算
(
鱗
ニ
号
)
日
出
劇
校
出
也
事
業
会

加
慨
す
る
も
の
で
す
匂
〈
綴
織
は
関
衡
に
)
計
総
出
余
三
滋
六
千
十
万
円
、
相
州
北
山
口

骨
議
滋
帥
醐
抽
締
抑
制
勝
波
布
依
丸
一
一
九
八
地
域
附
附
議
総
川
端
円
以
ん
州
市
域
指
一
繍
γ

ふ
が
…

f

務
…
め
滅
後
一
一
十
九
・
化
げ
!
合
時
刊
だ
に
一
一
日
間

H
m門
、
決
線
機
材
帆
油
開
飴
念
逃
加
山

中
前
哨
端
に
総
叙
す
る
も
め
て
す
。
ヂ
万
m
門
な
と
A

ハ出時間開封
φ

品
智
之
察
側
負
銭
約
的
締
品
開
じ
つ
い
て
を
議
加
す
る
も
の
で
す
。

公
災
下
水
議
営
議
議
透
工
事
(
悩
幹
線

七
;
一
一
ヱ
ぼ
一
、

E
事
費
一
信
子
間
百

万
mn

争
ヱ
事
問
問
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
管
布
設
工
事
(
宿
幹
縄
八

工
前
一
)
工
事
費
九
千
六
百
凶
十
万
円

骨
学
抑
留
一
域
設
び
そ
の
名
称
的
変
受
仁

つ
い
て
背
山
内
ド
ケ
戸
地
絞
め
…
抑
制

的
地
域
に
つ
い
て
、
学
内
削
除
仙
川
を
変
哨
民

そ
内
お
総
合
「
日
約

品
智
朗
咽
鞘
蕊
十
六
年
度
市
土
地
区
加
問
整
田
崎

事
業
特
割
削
晶
君
臨
引
繍
正
予
算
(
第
一
一
号
)

争
緩
和
玄
十
六
年
度
市
公
共
下
水
道
事

難
特
別
m
金
野
補
正
苧
算
(
第
一
号
)

品

Em
資
委
員
に
篠
崎
氏

教
育
婆
醜
聞
に
阻
止
立
氏

V
枇
腕
枇
融
緩
鎌
の
滋
州
問

ιつ
い
て

γ
川内

禁
以
内
、
っ
ち
、
知
内
科
械
を
の
す
る
片

日
山
崎
芝
助
手
川
件
目
立
れ
ま
し
た

出
向
川
市
之
助
氏

悌崎明日

間

倒

的

問

i
同
年
二
汁
じ
い
れ
守

山
町
品
位
二
問
。
七
岳
地

閥

V
教
育
養
員
会
貢
霊
命
江
つ
い
て

い
九
教
官
円
安
員
会
安
U
H
には屯

t
段
泌
氏
が

闘
再
任
さ
れ
ま
し
た
じ

口
い
足
立
俊
納
氏

舵

昭

一

刊

1
年
十
一
円
七
日
生

鵠
庄
内
ニ
コ
…
一
ヘ
持
地

a盆

り
が
あ
る
い
と
い
っ
た
尚
も
緩
い
て
い

ま
す
。ぷ
品
目
、
ょ
の
滋
神
州
〈
殺
河
期
予
仰
帆
府
開

口
、
政
寧
闘
い
恥
前
半
が
ヤ
臨
み
ふ
g
H
M
H
い
も
設

J

ど
で
、
車
と
す
h
H
明
鳴
っ
紅
白
隠
↑
駐
車
が

倒
れ
た
の
を
見
か
け
ま
L
Pち
事
い
、

釈
に
こ
ぎ
七
十
五
台
、
総
計
活
千
五
百
ケ
ガ
は
無
か
っ
た
λ
で
す
が
、
公
共
的

古
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
(
九
月
一
一
十
道
路
に
自
転
車
を
霊
く
主
フ
な
こ
と
は
、

一
門
口
、
索
開
民
生
活
誤
認
t
コ
ニ
れ
り
や
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
事
訟
が
起
き

め
鐙
総
事
が
文
字
通
号
、
送
路
を

n
占
て
か
ら
で
埠
返
す
ぎ
ま
す
L

「
ま
あ
、

時間
H

し
て
い
ま
す
お

ζ
的
自
転
車
を
見
て
〈
だ
き
い
。
品
問
中
冗

こ
れ
は
、
オ
イ
ル
シ
ー
ク
ふ
情
的
協
も
や
り
づ
ら
く
て
。
自
国
紙
単
争
議
く
人

総
れ
な
パ
イ
刀
口
ジ

i
ブ
ム
が
ふ
〈
与
も
、
こ
の
ご
ろ
誌
、
ザ
ナ

i
を
作
品
れ
て

な
符
騰
で
い
全
て
い
ま
す
。
庁
ソ
リ
ン
し
ま
っ
ゲ
、
い
ふ
寺
子

や
交
満
期
綴
絞
め
線
上
が
り
、
必
尚
州
市
明
機
怖
い
め
よ
う
に
、
み
ん
な
が
淡
い
て
い

な

rか
ら
、
約
絞
補
者
利
聞
か
る
人
が
る
か
ら
と
い
う
緩
い
気
持
%
で
ぬ
戦
車

増
加
し
て
き
だ
も
の
T
7。
を

ぷ

机

議

4

し
ま
す
と
、
然
的
人
に
法

事
裁
が
趨
き
て
か
ら
で
は
藤
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
十
九

設
議
自
転
車
一
は
、
さ
ま
さ
ま
な
帥
巾
宣
百
科
問
問
者
一
人
一
人
の
協
力
が

そ

生

ん

で

い

ま

す

。

市

で

は

，

京

国

湖

沼

に

八

カ

所

の

駐

韓

ま
υ

一
す
第
一
に
、
道
路
を

n
占
領
仰
す
場
を
設
け
.
計
五
千
?
日
間
間
十
五
ム
口
内
白

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
転
車
を
奴
田
市
し
て
い
ま
す
。

崎
市
防
車
、
数
急
車
な
ど
が
速
や
か
に
活
こ
れ
か
ら
も
数
品
相
場
内
総
潟
を
進
的

動
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
~
つ
こ
と
が
挙
て
い
き
ま
す
が
、
緑
地
内
総
僚
な
ど
銭

げ
わ
れ
ま
す
ω

し
い
燃
側
時
も
件
慌
た
わ
っ
て
い
ま
ナ
q

品
川
以
ん
の
引
火
叫
閣
で
も
、
さ
ら
に
後
綴
絵
緩
波
紋
事
の
紋
法
治
、

王詫 j梁
〈性 t司
摂ミ イヒ
霊す
{手る

草委護
き 意禽
Hτ~ 
fょ 立文

主審
サ乙 " 
草吃車問 ft
析にに括
本百下
車Rと三千駅
lょ 1'i1i二
三三 、百 一二
百品一千
七 ~t 十戸、
j- 七十
， I二 S ノL
ム昨、一

、三東
イfi-t ゴ主夫
ヒー{，f; -l干

一
活
発
な
意
見
の
交
換

ト
「
世
帯
持
少
年
を
考
え
る
集
い
」

A

吋

関

か

れ

る

は
ト
月
…
一
一
目
、
市
総
会
同
踏
み
山
533335

ん
に
お
孫
子
第
二
防
護
阿
見
張
網
鳩
山
小
鴨
川
町
五
氏

暗
に
い
て
、
市
民
対
話
集
会
「
青
少
年
を
与
が
出
稼
し
、
行
段
、
諒
円
室
崎

、V
M
え
る
集
い
』
一
rm岡
山
諒
さ
れ
ま
し
た
。
治
域
内
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

け
時
青
少
年
内
非
行
い
ず
さ
墨
色
会
開
還
ま
ヲ
玄
関
同
同
司
令
提
起
し
、
活
発
な

幼

時

と

4
っ
て
い
る
中
で
、
す
少
年
内
縫
全
吉
見
町
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

LU閥
宵
成
円
台
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
可
こ
の
中
で
市
長
は
、
各
地
域
で
活

Aa

み
ん
な
で
号
、
え
て
い
与
ヲ
と
金
鍾
き
れ
札
到
し
て
い
る
背
中
/
年
間
体
を
統
合
す

だ
こ
的
援
芝
山
内
お
母
さ
ん
ち
ゃ
ふ
る
協
議
会
あ
る
い
は
や
巾
径
五
の

絞
殺
を
般
紙
し
、
背
h
y
年
閉
鎖
に
令

市
約
に
取
り
総
み

A手話通訳もついて

-

W

端山川凶持品仇
mw

……

棋

の

ま

が

り

か

ど

い

と

開

制

す

る

場

州

諸

か

…

…

ら
は
じ
ま
り
ま
」
令
つ
づ
い
て
、
必
は
や
機
v
誌

を

十

汁

愉

討

し

、

刀

、

ん

Y
事
ん
て
ン
タ

i
て
寸
前
布
陣
す
る
下
町
m
w
E
U伊
比
協
的
に
お
H
世
年
村
被
告
滋
め
て
い
に

氏
の
再
会
で
送
内
い
り
れ
た
パ
ネ
H

ル
テ
ィ
一
弘
、
た
い
と
与
え
て
い
ま
す
、

ス
カ
ン
ョ
シ
に
は
、
市
長
、
沼
山
氏
、
な
お
、
こ
の
市
民
対
話
恥
会
的
山
間

白
出
中
教
議
普
段
持
泌
氏
、
主
描
a

位
片
山
は
、
段
目
、
広
報
て
ダ
ノ
，
y
x
ス

品
主
は
み
さ
ん
、
ポ

i
イ
ス
カ
ウ
L

栽
ト
と
し
て
お
知
」
り
せ
し
ま
す
す
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びあ (2) 

第 3回市議会定例会において下
水道条例が改正され、下水道料金

は10月から新しい料金になり、ま

た、下水道事業受益者負担金条例

も制定され、昭和57年 4月から実

施されることになりました。

1¥1杭1. 10. 16 
で夢齢、甲

で住み良い
づくりのため拡

~1574号

i
 
刊
鈎

袈 1

下水道

維
持
管
理
財
源

の
原
則

維
持
管
理
財
源

の
現
況

下
水
道
的
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は

「
汚
水
私
費
、
雨
水
公
費
い
と
い
う
従
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
下
水
道
料
金

来
か
ら
確
立
さ
れ
た
原
則
が
あ
り
ま
す
。
が
設
定
さ
れ
て
か
ら
料
金
は
十
年
以
上

こ
れ
は
汚
水
処
理
経
費
に
つ
い
て
は
下
も
据
え
置
か
れ
て
い
ま
L
Pも
こ
の
問
、

水
道
使
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴
収
し
て
石
油
シ
ヨ
ソ
ク
な
ど
に
よ
る
諸
物
価
の

ま
か
な
い
、
雨
水
処
理
経
費
(
本
市
で
健
上
り
か
ら
、
汚
水
処
理
経
費
も
一
高
携

は
ほ
と
ん
ど
経
費
を
か
け
て
い
な
い
。
)
を
続
け
‘
維
持
管
理
財
政
は
昭
和
五
十

は
市
税
等
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
年
由
明
か
ら
下
水
道
使
用
料
金
等
で
は
ま

入
金
に
よ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
た
か
な
い
き
れ
ず
、
不
足
分
を
市
税
な
ど

が
っ
て
汚
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
一
般
財
源
で
補
っ
て
き
た
の
が
実
状

独
立
採
算
制
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る
で
す
。
昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
に
、
一

"‘ .---25.8 

金料一一同
表2

下水道管理実

25 

2制

101 

絞
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
約
六
億
円

(
五
十
五
年
度
は
約
一
億
五
千
万
円
)

でレ
に
イ
か
ト
や
洗

わ

水

さ

レトメ
と
相

方

ご

3

立

す
1
増
ル
つ
ト
こ
一

月

円

メ

か

ω

方

1

3

立

で

問

ま

き

泊

料

金

新

料

金

基本料金

'ν トメ
と
明

方

ご

4

立

す
-
培

ル
つ
ト
二
一
日
川
田
川

メ

か

却

方

1

4

立

で
叩

ま

き

区分

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
別
表
ー
の
と
お

り
、
維
持
管
理
助
政
は
一
般
会
計
結
入

金
に
よ
っ
て
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
状

態
で
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
こ
れ
ま
で

業
務
内
合
理
化
や
委
託
な
ど
に
よ
り
経

費
内
節
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
今
後

も
さ
句
に
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
建
て
直
し
を
急
務
と
し
て
今

囲
内
値
上
げ
と
な
り
ま
L
P
3

手
水
道
料
金
改
定

一

の

考

え

方

一

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

私
費
公
費
負
担
の
見
直
し
主
付
い
、
止

の
よ
う
な
負
担
区
分
に
よ
っ
て
下
水
道

料
金
の
算
定
主
打
い
ま
L
Pョ

A
V
算
定
期
間
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら

五
十
八
年
度

A

帯
雨
水
処
護
費
公
費
負
担

争
汚
水
処
浪
費
私
費
負
担
と
し
、
無

収
水
(
雨
水
、
地
下
水
等
が
汚
水
施
設

に
入
り
こ
む
木
)
は
公
費
負
担

今
使
用
料
徴
収
画
用
公
費
負
担

争
処
理
場
等
の
改
選
改
替
の
費
用
公

費
負
担

争
汚
水
管
、
ポ
ン
プ
喝
の
経
費
私
費

負
担
争
名
施
肢
の
修
組
曲
既
定
期
点
検
等
は

私
費
と
し
、
突
発
的
な
故
障
は
公
費

以
上
の
よ
う
な
負
担
区
分
に
よ
り
算

出
し
た
結
果
、
料
金
単
価
は
一
立
方
日

当
り
四
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
。

(
別
表
2

・3
事
照
)

下
水
道
畏
覇
者
負
胡
盛
岡
骨
度

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

制
度
の考
え
方

受
益
者
負
担
金
は
、
特
定
的
事
業
に

よ
っ
て
著
し
い
利
裁
を
受
け
る
市
民
に

対
し
、
そ
の
利
誌
を
受
け
る
限
度
に
お

い
て
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
〈
も
の
で
す
。
公
共
下
水
道
に
つ
い

て
は
、
止
の
憾
な
思
由
か
ら
受
益
者
負

担
金
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
が
繋
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
利
益
を
受
け
る
市
民
向
範
囲

が
明
確
で
あ
る
。

②
公
共
下
水
道
内
整
備
に
よ
っ
て
特

定
の
地
域
に
つ
い
て
環
境
が
改
善
さ
れ
、

未
整
備
地
区
に
比
べ
て
便
利
き
、
快
適

き
が
向
上
し
、
結
果
と
し
て
当
該
地
域

内
地
備
を
上
昇
さ
せ
資
産
価
値
を
増
加

さ
せ
る
。
①
草
期
に
受
益
す
る
市
民
に
棺
応
の

負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、
負
担
町
公
平

と
い
う
観
点
か
ら
適
当
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
本
市
に
お
い

て
も
、
下
水
道
建
設
費
を
確
保
し
、
下

水
道
の
早
期
完
成
の
た
め
、
受
益
者
負

担
金
制
度
を
実
揺
す
る
こ
と
に
な
り
ま

L
Pョ負

担
金
を

納
め
て
い
た
だ
〈
方
は

褒4

下
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

く
み
取
り
便
所
の

改
造
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
住
ま

い
の
方
々
が
一
日
も
早
く
水
洗
便
所
に

改
造
で
き
る
主
つ
、
そ
の
資
金
を
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
金
額
は
、
く
み
取
り
便
所
一
設

備
に
つ
圭
一
十
万
円
利
息
は
無
利
子

で
、
岨
ヶ
月
返
済
で
す
。

九
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
追
加
補

正
予
算
が
成
立
し
、
百
件
分
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
ロ

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

た
く
さ
ん
の
お
金
を
費
L
、
下
水
道

が
作
ら
れ
て
も
、
こ
れ
を
正
し
く
大
切

に
使
わ
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
本
当
に
役
立
つ
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
a

下
水
道
的
法
律
で
は
、
排
水
は
で
き

受義者B

負
担
金
の

対
象
と
な
る
土
地
は

受益者日

公
有
地
を
は
じ
め
個
人
法
人
所
有

の
す
べ
て
の
土
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
度
内
に
下
水
道
整
備
が
予
定
さ

れ
る
土
地
お
よ
び
整
備
さ
れ
た
土
地
に

年
度
当
初
、
市
長
が
範
囲
を
定
的
て
公

告
し
ま
す
。

負
担
金
算
出
は
、
す
で
に
整
備
さ
れ

た
区
域
的
費
用
と
昭
和
六
十
年
度
ま
で

の
盤
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
汚
水
管
整

備
費
(
国
嘩
補
助
対
象
事
業
は
除
く
)

を
基
礎
に
行
い
、
一
平
方
日
当
り
凹
O

O
円
と
し
ま
し
た
。
(
別
表
5
参
照
)

負
担
金
の
納
付
方
法

受益者A

負
制
刊
五
車
総
額
を
十
二
回
に
分
割
し
、

年
四
回
納
付
で
=
一
年
間
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

な
お
、
受
益
者
負
担
盃
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
は
、
後
日
、
広
報
お
よ
び
説

明
会
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下水道星野正しく鱒って

表5

受益者負担金

1 m'当り 400円
I坪当りも 1，322円

182 

1吋えIf、区域内に200m'(約601干
501の土地を保有している方向

負拘金総額は、 200m'X400円=
80，000円となります。

h
v
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場

住みよい環境
る
だ
け
早
く
接
続
し
、
く
み
取
り
便
所

的
水
洗
化
は
三
年
以
内
に
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る
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う
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
一
軒

で
も
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取
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便
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ま
ま
だ
と
、
悪

臭
や
ハ
エ
、
カ
的
発
生
源
と
も
な
り
ま

す
の
で
、
下
水
道
が
監
備
さ
れ
た
地
区

内
皆
さ
ん
は
な
る
べ
く
早
く
水
洗
化
き

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
水
洗
慢
叶
の
ご
家
庭
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は
、

や
わ
ら
か
い
祇
以
外
の
も
の
を
流
し
た

り
、
台
所
か
ら
ゴ
ミ
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流
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
下
水
休
日
が
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ま
り
‘
他
人
に
も

A
A山
富
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こ
と
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。

こ
の
ほ
か
、
宅
地
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あ
る
汚
水
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維
持
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大
切
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と
こ
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の
で
、

則
的
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り
‘
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温
い
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し
な
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で

く
だ
さ
い
ロ
起
し
平
な
ど
も
離
し
、
い
つ

で
も
の
水
桝
か
ら
作
業
が
で
き
る
よ
~
7

に
し
て
く
だ
さ
い
。



成
洗
剤
が
一
待
相
倒
的
大
き
な
獲
閣
に
な
っ
ク
口
、
だ
九
チ
ン
主
ど
の
甘
味
料
や
稔
絞
り
あ
げ
、
そ
の
子
初
銭
安
MmAr
し
ま

醐

抑

留

て

い

ま

す

。

ま

た

符

リ

ン

e

鰻
ワ
ン
を
然
科
的
A
F
2
な
ど
に
発
庁
ン
性
的
疑
す
ω

配
払
臥
V
側
同
わ
ず
、
合
成
遣
は
生
体
に
影
樹
慨
が
い
が
認
め
ら
れ
、
ま
…
添
加
物
に
お
い

i
i
リ

ノ

宅

川

、
j
j
1

あ
る
と
い
う
ニ
と
が
き
く
か
ら
織
機
き
て
は
淡
然
紛
が
ほ
と
ん
万
事
れ
て
い
な

A
錫
瀦
鰯
唄

F
削

デ

二
二
搭
ド
且

F

札
て
い
ま
す
。
い
と
い
う
喜
で
あ
り
、
安
全
性
に
つ

ηijii13三
Y
い
時

事
轟

F
J

美
し
い
長

2
2患
い

て

震

が

な

い

と

は

い

え

ま

え

/

韓

察

署

弘

山

G
、

正

噂

測

を

響

み

ま

す

。

手

質

事

録

的

姿

片

山

戻

ニ

す

iナ
i
z
d
m
と
「
一
旦
仏
/
雪
ぷ
繭
刊
当
制

マ

印

刷

丹

別

問

〈

土

γ
日月
1
員

〈

日

)

市

民

会

館

で

A

け
良
一
時
は
い
は
い
γ
計

一

仁

川

け

い

ド

読

点

げ

噛

日

旦

正

義

泉

市

雪

作

品

を

一

向

に

ぜ

録

時

十

亮

一

Z
Z
)午前
l

v
H
月
3
日

〈

大

〉

つ

く

し

野

コ

ミ

ュ

ニ

チ

ィ

ホ

!

ル

で

A

高

ギ

き

る

向

か

、

言

語

私

た

淡

を

行

い

ま

す

。

去

、

芸

コ

ー

ナ

ー

皇

け

ま

?

一

一

糸

し

て

警

Z
主
祭
が
‘
喜
一
時
か
ら
午
後
約
時
三
、

'
ち
認
訴
え
か
け
ま
令
、

1
i
l
l
l
i
-
-
i
i
i

の
て
府
間
同
聞
や
サ

iピ
ス
の
蜘
購
入
俊
二
十
善
M
M

〈
尽
)
か
ら
+
一
月
十
蕊
箆

V
場
筋
橋
氏
会
館

一
塁
互
主
義
、
添
加
物
が
議
昼
主
;
べ
品
、
欠
警
あ
る
震
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
を
と
り
ま
…
日
行
副
川

U
H引
一
く
ら
し
の
な
か
の
ト
ラ
ブ
ル
用
に
守
て
幸
喜
み
ご
と
の
あ
る
護
法
で
盛
大
に
問
主
主

E

d的
少
辺
、

2fま

…

主

宰

2
?ら
し

語

、

さ

ま

ざ

ま

手

品

し

て

い

を

塁

建

設

雪

、

ニ

れ

ら

の

譲

二

我

が

ま

安

全

議

案

1

遺
書

E
i
tぃ
;

ぃ

。

記

制

射

副

宅

一

一

旬

、

討

議

一
令
、
わ
た
し
た
ち
だ
け

5
5
5
?、
ま
き
ま
き
て
い
ニ
う
と
う
主
で
す
9

一

い

れ

れ

れ

に

¥
f
i
t
-テレ
E見
て
い
た
ら
然
〈
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

v

属
油
購
調
会
一

v問
い
合
せ
染
谷
明
言
一
一
一
i
一

必
孫
子
の
〈
ら
し
を
考
え
主
つ
十
一
月
一
日
(
忍
‘
市
民
全
線
大
会
終
質
的
輯
油
化
は
、
殺
か
ら
夏
に
か
け
て
ア
ん
で
い
る
食
償
問
添
加
物
1

閣
議
一
言
廿
一
然
史
φ
秋
祭
最
を
全
焼
し
た
い
「
消
防
ミ
ニ
校
一
構
銀

V
同
一
時
十
…
月
…
ゑ
乏
か
ら
一
ニ

a
i
T人
)
宮
八
関
二
一
一
二
五

主

役

代

の

た

め

に

三

事

十

五

一

一

三

三

〈

し

野

士

長

生

き

せ

、

予

言

:
3
2審
議

と

一

一

家

主

と

縫

っ

て

減

火

器

量

わ

去

霊

長

2
3し
{

ろ

ま

で

右

京

h
午

後

問

時

一

銅

剣

判

制

)

口
i
ぎ

に

、

第

六

襲

撃

市

消

費

?

士

一

テ

ィ

ホ

ー

ル

い

ず

れ

も

午

%

減

、

議

員

伏

‘

重

な

ど

ま

草

図

義

務

的

失

跡

的

添

議

定

義

さ

れ

た

が

、

消

防

警

に

問

問

い

合

せ

た

ら

、

ま

す

。

ま

て

「

じ

p
hげ
i
い
い
じ
い
十
凶

生
滋
震
を
次
的
と
お
り
問
問
拙
惜
し
ま
寸
。
ム
前
十
時
か
ら
午
後
開
同
時
ま
で
な
被
響
を
徐
ん
じ
き
せ
て
い
ま
す
a

表
、
品
波
数
下
紡
止
、
栄
凝
議
後
、
貯
そ
ん
令
ニ
と
は
し
な
い
と
綴
わ
れ
た
」
帯
側
凡
な
お
そ
う
わ
が
予
約
お
や
つ

2

1

V

場
務
中
央
公
民
銭

wv
良
時
十
一
月
十
五
日
(
日
一
午
倫
相
寸

妻

網

開

会

機

・

+

月

一

…

一

十

五

土

)

、

金

議

第

六

滋

我

孫

子

市

議

毒

薬

抽

選

、

霊

翌

長

室

車

化

勺

ワ

ン

ピ

ー

ス

を

f
i
z
z山m
l

j

そ
の
安
全
混
と
義
(
+
九
分
}

V

空
事
る
も
の
輩
、
薬
‘
議
時
か
ら
午
後
問
時
ま
で

四

手

奪

三

b
羽
〆
丸
と
い
っ
た
意
義
鰐
さ
れ
て
い
そ
し
た
ら
主
主
げ
ら
れ
、
ク
リ

i
J
E雪
?

と

…

文

言

葉

妻

子

選

考

古

、

革

新

主

高

前

島
7

也は‘

J
2
5ま
い

弘

芳

l

担
当

¥
J
H
2
3一
人

一

益

率

ン

グ

雲

行

う

て

み

た

が

だ

り

を

会

一

一

綾

公

募

作

詞

開

お

よ

り

公

民

意

ゑ

革

委

ぎ

議

会

十

月

7
2
3
5二〈
ら

野

品

川

;

悦

富

島

な

も

の

素

義

務

長

取

し

て

く

れ

な

い

」

:
3
2
i
L
2最
前

し

ま

す

。

?

ま

で

に

警

で

き

選

一
忘
れ
民
誌
に
は
討
議
再
三

rけいれ
軒

下

げ

…

諮

問

臨

時

九

一

新

ぷ

わ

い

い

ご

い

け

い

れ

諸

島

三

国

川

内

一

軒

担

当

時

片

足
に
、
パ
ネ
ル
・

2
2験
、

ァ

や

人

一

心

で

は

い

り

れ

ま

之

ぐ

る

ト

ラ

ブ

ル

は

ど

こ

の

霊

で

も

一

十

分

)

総

撃

す

録

時

十

一

月

一

回

{

自

〉

き

家

、

2一
時
八

5
5

一
時
糊

j
紅

白

ト

ド

ア

を

明

円

:

九

日

立

認

刊

誌

惜

し

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

v号
ど

け

た

%

に

き

L
日
む
は
ね
じ
長
国
岡
阿
佐
以

淀

川

?

拐

殺

さ

伝

え

て

い

く

た

め

に

、

あ

ま

た

、

喜

三

議

し

た

手

芸

と

こ

ろ

が

、

帥

慨

惑

を

受

け

た

場

合

に

す

ノ

ト

し

を

一

一

一

雪

で

芸

時

土

月

八

昔

話

毒

性
た
な
た
の
品
緩
ん
耽
溺
を
ち
ょ
っ
と
見
な
お
の
本
が
康
問
削
や
千
議
事
や
成
阻
布
、
総
寵
崎
間
後
策
総
や
メ
ー
カ
ー
に
級
機
を
串

V
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
一

V
場
所
中
曳
公
然
餓
か
ら
午
後
限
時
ま
で

榊
札
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
2本
す

き

な

る

を

弘

子

空

ア

入

れ

る

人

は

2
5
z
z
=一
言

?

と

町

長

一

点

誤

判

和

二

葉

市

長

b
gと子
的
棄
の
た
め
に

j

y
飲
料
水
へ
の
事
必
て
三
ま
す
。
崎
議
宮
室
一
食
的
公
的
事
山
塁
機
関
に
き
る
人

(
B
穴

判

、

量

六

十

雪

量

一

「

請

は

-
h
hと
V
問
い
合
せ
小
主
義
(
芳
一

ち

入

ャ

読

ま

機

dad&統
一

一

な

…

;
A襲
mm
肉
察
V

今

季

f
z
i
g
-
J喜
一

刻

寺

町

議

的

人

が

泣

き

し

ま

…

5
1
2
2
1
1五哲
人
こ
え
ま
芸

品
目
E
Z劃
い

え

る

沼

の

う

ち

;

!

?

だ

警

に

金

胤

¥

土

問

点

日

げ

ゴ

刊

誌

h
u
u
U
1以
内

訪

日

想

以

二

信

午

持

軒

両

ハ

問

同

一

…

、
和
室
内
紛
い
の
警
号
、
文
学
的
な
わ
れ
れ
わ
れ
八
語
、
需
に
，
f織
品
轡
』
い
一
一
献
記
事
ら
れ
た
事
例
的
な
か
か
旬
、
ま
い
い
し
く
い
言
問
十
八
す
申
し
込
み
滋
問
会
場
で
一
受
け
付
け

va時
十
…
月
一
足
立
か
も
笹

山
町
創
設
り
瀦
い
苧
質
問
問
。
そ
の
学
的
同
泌
が
今
も
叙
た
ち
の
出
す
一
念
総
緋
水
で
す
。
そ
，
P

時
帆
…
波
位
付
に
増
え
て
い
る
訪
問
問
堅
持
と
ク
資
)
を
進
怒
し
ま
す
畳
一
マ
大
余
内
務
a
A
ク
ラ
ス
糖
、
一
時
一
段
以
(
土
ま
で

た
一
議
事
で
死
に
か
け
て
い
ま
す
e

木

し

て

、

そ

の

な

か

で

も

三

喜

事

リ

l
一
一
ン
グ
裏
に
よ

議574号

ょう

一次の世fそのために

第6臨

ち降、時びあ
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「根

lケ
12日
月

i t周
れ越

酬
明
一
段
蓄
療
関
岡
辺
地
反
町
役
目
属
議
訴

に
つ
い
て
は
、
炎
治
相
棋
の
郁
判
断
制
名
及
げ
V

新
前
向
界
的
品
開
示
な
ど
に
よ
ワ
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

V
、

機
級
品
制
緩
例
会
に
お
い
て
審
議
の
拙
胸
囲
端
、

攻
の
と
お
り
決
樹
宮
、
れ
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
.

⑬
銀
鳩
区
域
荻
野
名
及
び
務
抑
制
剛
持

別
協
の
と
お
り

。
住
居
幾
棋
の
+
ク
淡

街
区
方
式

紛
然
協
描
詔

緩
和
五
十
中
ハ
キ
+
…
一
向
月
一
日

、，陰、申び

老人隊機資受給著書華まも持参して

く又~~い。

ま参議誌を受It.MI持i之、援少量龍を
待券してくださ手い。

厳縦覧IJとして、混在、治療を受
けているコ約念、受診する必聖書は

ありません。

曹罪善い合せ 事語紙諜老人幸福祉室長

老人線路提言会査をそ?いますので、

次的霊長療機関で受けて〈だきい。

砂織罪悪 10汚19おから11fl21日ま
で(凶器E居・後桜BI孟除く)

砂3車窓事項後緑内僚は必ず幾康
後検証と‘ i礎知的封書若者持参し
と(t.ごさい。
老人医療を受給している方は、

-
附
制
下
均
一
輪
が
普
通
の
家
よ
り
ゑ
ぶ
い

.ニ時間

ι料
引
く
た
め
の
り
?
ト
が
あ
る

.
廷
に
山
山
る
た
的
的
ス
口

iγ
が
あ
る

盆
身
体
鐙
害
者
内
閣
鐙
的
制
跡
的
W
附緒。が

帆
村
に
総
い
な
ど
の
務
後
が
あ
り
ま
す
e

身
体
臨
時
議
品
物
的
余
}
的
に
開
閉
す
る
本
を

参
考
に
し
ま
し
た
が
、
一
帯
背
後
労
し
た

点
は
、
材
料
が
紙
で
あ
る
た
め
‘
。
タ

術
品
イ
ス
制
判
削
用
品
噛
が
生
活
し
や
す
い
盆
ル
ミ
e
が
山
間
て
し
ま
い
が
ち
だ
っ
た
と

宅
や

T
l術
的
め
務
総
後
が
身
体
惨
害
い
う
こ
と
で
し
九

者
モ
デ
ル
住
宅
を
鍛
作
し
ま
し
た
3

官
民
休
み
を
返
上
し
て
、
制
制
作
a
発
表

ζ

内
線
校
生
は
、
県
立
拍
背
開
放
一
一
一
部
、
的
議
後
に
あ
た
っ
た
二
人
で
す
が
、
成

叫
祉
会
隊
総
出
前
党
愛
好
会
内
富
山
愚
前
出
子
き
省
と
し
て
吋
も
っ
と
慾
害
者
向
方
的
森

ん
(
援
戸
)
と
中
闘
削
機
チ
懇
ん
(
滋
絵
)
e
廷
を
間
開
い
て
曲
作
れ
ば
よ
か
勺
た
L

「蜜

二
人
は
、
開
門
校
内
文
化
祭
に
、
脇
陣
繁
期
棚
田
捕
さ
ん
)
「
将
来
、
一
璃
般
的
役
棋
を
し

を
ぬ
ア
1
?
と
し
た
展
示
，
発
表
の
一
っ
た
い
の
で
い
い
脱
税
験
に
」
(
由
主
臨
時
さ
ん
〉

と
し
て
、
モ
ヂ
ル
仲
鳩
山
古
を
作
り
ま
し

h
r
z
p議
べ
て
い
ま
し
た
a

大
き
き
は
、
川
概
七
ハ
u
h
v
M
川
、
機
六
十
な
お
、
こ
の
そ
ヂ
ル
然
砂
怖
は
、
市
役

気付

pμ
、
世
間
き
二
十
一
一
H
V
H
引
で
、
災
際
紛
併
用
院
議
わ
き
に
、
し
ば
ら
く
後
一
一
似
し

的
依
山
情
的
一
一
。
分
の
一
に
綴
小
き
れ
て
て
め

η
ま
令
的
で
、
ご
串
主
中
け
の
お
り
じ

い
ま
す
。
象
的
波
ゅ
は
一
一
滋
綾
て
で
、
は
‘
叫
}
脚
晶
〈
だ
患
い
。

中鳥さんと議i墜さん

県
民
カ
レ
ッ
ジ
閲
擢

mw
罰
に
わ
た
り
中
央
学
務
大
で

々
い
つ
で
も
‘
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
で

も
学
べ
る
~
織
附
酬
を
問
岡
地
掃
し
ま
す
。
軍
繁
総
裁
…

0
0名
を
予
定

v
g程
(

刻

表

的

と

お

り

)

曹

警

備

料

額

制

竹

軍
捕
輔
一
前
中
央
学
総
大
学
問
凶
鯵
耐
附
〈
久

V
申
し
込
み
・
踊
問
合
せ
蝿
暗
殺
粂
教
潟

地
サ
樹
部
隊
紙
一
借
入
↓
一

i
一
一
ニ
一
一
線
成
人
数
湾
総
へ
官

om七
二

i
一一…一一

V
穣
康
時
醐
開
午
後
一
一
時
か
ら
笈
持
ま
凶
ひ
七
一
点
(
十
…
月
六
誌
は
締
め
切
り
)

叩

一

L

h

U

2

一

一

い

古

い

曲

四

一

明

治

一

一

市

一

f
q一
附

な

4
H
H
a
e
詩
一

H
S
諒
一
波
捧
げ
八
一
則
川
ハ

(
~
~
体
一
~
~
体
一
一

H

U
一似

J
J

刊
紙
一
部
梯
後
ご
山
田
捷
一
鵠
H
U
劇
一
寸
給
制
炉

心
情
…
仁
一
仁
昨
一
仁
工
作
一

k

J
昨
一
時
琳
琳

ほ
め
一
品
射
能
川
剛
一
際
謀
総
一
泊
四
岬
恥
一
則
的
和
総

a

土
午
午
土
一
午
午
φ
と
か
γ

同
@
&
-
ー
水
晶
軍

総

一

践

U

H

一

晩

一

線

謹

一

鑑

晃

一

ほ

一

w
h

a
弓
一
水
量
一
往
年
一
生

j

一

1

M

g
一

E

一

ョ

一

量

一

住

町

肩

掛
甥
し
訴
後
一
布
富
…
凍
冷

L
t阿川市

l
i盤
保
の
話
品

w
i
l
l川

こ
ん
な
時
比
は
届
け
出
を

あ
な
た
は
、
ど
の
観
察
由
開
設
に
加
入
交
対
ぜ
開
明
け
山
田
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
起

し
て
い
草
ず
か
。

だ
れ
で
も
鑓
設
で
率
制
関
ι
皆
様
潟
従
緩

や
い
絞
っ
て
い
ま
す
。
間
唱
和
三
十
郎
部
に

吋
国
幽
災
皆
様
掛
間
い
と
い
う
制
度
が
発
足

し
、
箆
民
は
だ
れ
で
も
ど
こ
か
の
縫
嫌

保
険
に
加
入
で
き
‘
ま
た
、
級
入
し
だ

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
留
保
(
同
期
民
保
協
隅
〉
は
‘
動
的
先
の

嶋
崎
続
出
悼
演
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
撃
な

い
方
が
い
加
入
す
る
得
後
で
す
。
加
入
内

出
陣
険
を
や
め
た
り
、
総
訴
を
変
え
た
時

を
ど
、
あ
な
た
の
保
険
に
総
動
が
あ
っ

た
場
合
は
‘
十
四
臼
以
内
比
士
市
役
務
か

指

け

ん

の

ち

上
手
な
鑓
い
万
r

Q

L

粉
お
け
え
で
洗
濯
や
子
る
場
合
、
一
以
上
の
綾
用
車
を
占
め
る
ふ
言
動
伐
採

橡
間
総
心
怒
れ
る
の
が
活
け
ん
カ
久
的
機
‘
そ
れ
も
ニ
盤
纏
A
A
の
接
待
は
構
込

ょ

う

で

す

。

柏

町

に

務

け

ん

カ

ス

が

丘

ま

り

、

黒

い

カ

第
二
回
聞
の
句
石
け
ん
の

K
ゃ
な
使
い
ス
と
な
っ
て
洗
液
絡
に
付
務
ず
る
こ
左

対
恥
(
広
報
六
月
十
六
ロ
ロ
号
)
的
裁
ば
が
あ
り
ま
す
。

み
の
燃
磁
の
と
き
に
も
綾
れ
ま
し
た
が
、
雨
間
い
カ
え
と
は
、
化
学
的
に
は
特
?
布

石
け
ん
カ
ス
リ
体
、
い
ろ
い
ろ
な
幣
市
営
を
け
ん
の
成
分
(
総
紛
紛
ア
ル
カ
リ
綴
)

発

生

寄

せ

ま

す

。

が

本

道

水

に

含

ま

れ

る

カ

ル

、

y
ウ
ム
、

ニ
内
総
け
ん
カ
ス
が
洗
濯
機
に
付
議
叩
一
グ
平
戸
ウ
ム
な
ど
の
金
森
イ
オ
ン
と

し
、
カ
い
た
で
然
く
な
り
洗
濯
物
に
再
付
結
び
つ
い
て
で
事
る
い
相
け
ん
カ
ス
が
‘

着
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
勾
カ
ピ
で
蒸
恋
し
た
も
め
寸
宇
宙

今
問
閣
は
、
こ
の
黒
い
カ
ス
に
つ
い

c

e
金
自
動
洗
濯
機
で
の
予
防
ガ
泌

考

え

て

み

ま

し

ょ

う

e

ニ

内

線

い

カ

ス

を

紛

ぐ

に

は

巡

に

一

凸
即
回
開
い
拘
ス
的
融
持
傘
療
問
隠
は
y
w
排
水
ホ

i
ス
脅
か
け
た
ま
ま
、

経
も
普
及
し
て
い
え
と
繍
m
A

礼
的
治
液
お
湯
(
五
ひ
夜
以
下
)
音
、
総
絞
終
的

臨
時
な
ら
、
第
三
極
的
叫
一
品
け
ん
向
上
や
山
が
か
く
れ
る
程
度
ま
で
入
れ
、
総
水

な
使
い
方
恥
〈
七
月
十
六
日
号
)
に
箔
瀦
較
者
約
}20秒
、
二
鐙
ぞ
ら
い
行
う

載
し
た
効
果
的
叫
な
お
け
ん
の
後
照
量
と
方
法
や
、
協
同
滅
的
泳
中
、
滋
議
糸
潔
自

決
濃
方
法
を
守
っ
て
い
れ
ば
、
い
仰
は
り
ん
剰
を
少
し
入
れ
た
り
す
る
ガ
ル
附
な
ど
が

カ
ス
的
発
生
は
妨
げ
る
は
ず
で
す
。
あ
れ
γ
寧
?
a

訟

な

ポ

イ

ン

ト

は

、

た

だ

し

、

お

織

を

入

れ

過

ぎ

た

η
‘

@
使
熔
登
は
‘
水
一
一
一
つ
れ
二
印
刷
分
の
あ
ま
り
長
時
閉
州
地
視
線
す
る
と
、
モ

i
タ

畿
)
に
対
し
て
、
一
一
一

C
か
ら

ωod，hい
i
に
負
担
が
か
か
る
の
で
持
作
品
晶
が
必
務

ず
る
w

f

す。

@
摂
氏
一
点
。
淡
輪
削
後
の
ぬ
る
ま
湯
を
約
蝶
吋
お
け
ん
の
よ
ゃ
な
抽
就
い
方
』
と

五
口
、
制
判
的
容
穏
に
問
殺
し
て
、
か
き
題
し
て
、
六
聞
は

r縁
側
料
し
て
き
ま
し

隠
し
を
が
ら
鈴
石
け
ん
を
少
し
ず
つ
入
た
が
.
今
回
を
も
っ
て
終
り
と
し
ま
サ
。

れ

、

十

分

に

濃

か

す

。

み

な

哲

ん

肉

、

石

け

ん

科

用

内

一

助

竺
一
一
ハ
)
か
ら
附
問
。
殺
の
お
湯
で
洗
う
と
と
し
て
役
戎
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

品

開

条

約

。

ぞ

す

。

@
紛
一
拘
け
ん
は
、
泡
が
諮
え
で
も
、
穏
な
お
、
石
け
ん
使
用
に
怒
し
て
τ

引

け
ん
分
が
熱
っ
て
い
る
の
で
、
脱
水
機
意
見
、
後
織
な
ど
が
あ
ワ
ま
し
た
ら
司

幸
俊
っ
て
す
す
ぎ
効
醐
慨
を
織
的
る
a
お
気
軽
に
ご
総
絞
く
だ
き
い
。

と
こ
ろ
が
、
法
綴
機
傘
体
内
山
世
帯
民
生
活
諜
鴻
掛
照
品
抗
議
終

184 



八

か

月

以

上

、

私

立

保

育

抽

出

は

各

抽

出

町

内

)

お

よ

び

維

持

絞

磯

繍

附

品

以

内

制

成

日

本

一

閥

媛

、

総

照

時

概

況

二

八

八

L
A
絞
め
組
制
叡
と
引
に
守
が
伶
り
か
か
り
、

苓
組
員
滋
学
議
機
構
問
蜜

基
単
に
よ
り
ま
す
a

な

お

、

週

月

一

信

が

島

り

ま

す

の

で

ご

利

mm〈
だ
者
勺
!
一
九
一
一
ズ
)
は
喝
校
関
紙
磯
め
車
輪
多
然
災
よ
主
災
総
は
、
山
枇
間
的
必
似
合

指

導

員

募

集

に

年

齢

が

逮

し

て

い

な

い

量

に

つ

い

ゴ

ミ

収

集

を

て

あ

り

、

霊

童

三

年

料

、

事

議

し

た

め

か

、

話

会

君

主

て
も
申
鴻
舎
は
受
穫
し
ま
す
e

児

童

(

小

学

校

低

学

年

)

の

放

軍

圭

時

代

を

一

諮

っ

て

い

ま

す

a

か
に
…
機
的
険
制
W

カ
か
す
め
ゐ
、
そ
的

V
表

明

け

審

議

器

働

問

〉

丹

生

活

を

指

導

し

て

く

だ

さ

る

人

も

盟

主

砲

に

A
主

義

一

三

年

以

主

主

筆

Eら
え
た
も
的
て
や
時
ー
た

昨
日
行

R
怯
持
ザ
O

五
玉
川
市
一
昨
片
一
一
一
一
一
r

誠
一
同
日
批
判
的
問
柏
市
川

時
抑
制

2
薬

草

間

関

計

七

十

ゴ

時

百

九

日

日

密

路

町

の

日

一

日

向

山

d
m
H
H
一U
F諸
問
仁
監
仁
科
計
「
訪
問
巧
日
訪
れ
十

係
資
渋
拙
州
内
総
会
で
、
本
十
令
部
絞

V
中
島
幽
問
自
本
町
福
祉
じ
つ
い
て
の
議
開
印
有
効
で
す
。
怒
募
者
多
数
の
晶
負
担
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
市
内
に
(
を
残
し
、
ま
た
、
縫
本
明
治
や
村
山
寧
文
化
状
況
の
も

審

理

入

閣

議

器

禁

け

付

中

に

安

芸

2
5五
整

会

祭

賞

滋

磁

除

機

災

の

v騒
手

警

明

聖

護

策

会

は

護

ぜ

決

定

し

ま

す

。

(

警

ぺ

一

増

設

を

ゴ

ミ

的

整

処

分

場

主

呈

す

る

こ

と

一

ら

現

代

を

代

表

す

る

多

く

の

事

乞

育

さ

せ

る

、

あ

る

歴

史

的

予

見

を

も

惑

し

げ
て
い
ま
す
が
、
来
春
常
一
日
保
育
警
れ
る
人
!
恥

U
V
e

愛

録

企

智

治

氏

主

主

、

警

公

民

警

警

受

勝

布

告

住

ん

で

い

ま

す

が

、

住

宅

は

車

に

な

っ

て

い

ま

す

J
二
喜
一
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
主
か
ら
怒
さ
せ
る
、
高
い
毒
性
を
見
る
こ
と
も

刻
へ
入
預
争
義
望
す
る
人
に
限
り
、
十

V
線
接
兇
傑
膏
{
紬
神
殿
樺
融
問
}
索
中
品
出
陣
湾
総
で
子
供
た
勾
的
飲
料
納
金

W
刻
時
十
舟
十
九
日
{
悶
月
〉
午
惜
別
十
油
糊
し
て
い
る
人
は
忠
世
帯
で
き
ま
せ
ん
。
が
か
な
り
縫
っ
て
い
る
の
に
街
路
灯
が
で
は
、
人
口
や
コ
ミ
最
円
増
加
に
合
わ
一
籾
的
問
問
捕
に
か
け
て
包
本
市
開
塩
を
リ
!
ド
で
き
之
ペ
マ
V

ょ
う
ロ

一
月
二
日
か
ら
十
一
月
二
O
自

午

後

凶

築

費

震

警

芸

け

‘

署

内

L
7れ
る

主

義

を

ら

い

ま

す

。

時

か

ら

主

す

で

司

額

制

側

副

劃

と

言

く

非

常

に

警

な

ま

し

ま

す

@

せ

て

収

集

費

を

増

加

し

、

車

工

場

一

し

た

峻

絞

め

警

は

、

寝

室

没

後

可

父

緑

町

留

学

町

教

養

と

幽

』

を

受

け

時
三
十
雪
崩
で
に
申
捕
手
続
き
を
し
て
育
が
消
長
と
判
断
さ
れ
る
師
輩
、
心
身
線

V
動
務
先
術
立
山
持
管
隊

V
場
所
中
山
蕊
終
日
制
一
お
世
晴
子
総
溜
融
会
ぜ
ひ
、
街
路
昨
日
を
揃
還
し
て
く
だ
さ
い
。
脅
楠
叫
献
し
て
い
く
の
で
は
な
(
泌
総
一
締
法
十
円
送
作
出
慨
が
間
間
後
さ
れ
て
か
ら
、
滋
い
だ
暁
丘
は
寸
富
山
典
的
品
装
置
に
立
脚

く
だ
さ
い
a

姦
児
考
申
議
児
家
は
必
ず
児
童
相
相
談

V
融
制
閣
情
然
母
一
将
棋
民
総
殺
に
限
る
)

V

入
場
粗
削
料

V
潟
時
十
袋
一
十
一
一
野
〈
本
)
午
後
答
務
総
好
的
新
叫
酬
は
‘
幹
線
的
な
淑
行
政
・
事
業
務
的
資
筋
合
明
暗
時
に
し
也
)
戦
的
関
戦
後
キ
議
と
鴻
年
間
同
展
覧
き
れ
ず
、
し
て
時
代
に
生
き
よ
」
と
抽
宇
漆
に
務

芸
高
へ
入
隠
で

Z童
話

器

望

を

受

け

て

く

だ

さ

い

。

3
3まで
羽

樹

潤

劉

剣

!

?

っ

警

つ

い

て

は

、

主

翼

線

審

f霊
と
術
院

5
3
3
一

5
2霊長
室
長
縫
寄
り
ま
し
た
号
ぞ
れ
は
、
室
内
凋
九
百
五

①
か
・
る
め
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家

V
申
緒
方
法
入
刷
出
申
誘
導
は
筆
家
事
務
時
間
関
芸
人
時
三
十
サ
か
り
…
狭
通
総
鹿
(
大
関
本
被
滋
)
毒
液
中
央
公
民
鈴
議
議
奪
行
っ
て
い
草
す
が
、
幹
線
議
以
ル
的
削
準
高
織
す
い
落
差
率
一
れ
た
め
み
て
そ
の
警
な
紫
惜
酬
は
と
心
的
糟
神
に
も
網
漁
じ
る
も
宏
、
ぇ

迄
保
育
が
底
維
な
児
重
吋
な
お
、
動
骨
麗
謀
、
各
支
所
、
各
行
政
官
現
油
相
続
、
各
午
後
五
時
ま
で
曹
期
間
五
十
川
八
都
十
一
月
か
ら
五
十
世
マ
総
幅
岬
常
祭
料
緩
説
明
党
続
総
務
総
外
的
枕
山
崎
哨
滋
帥
聞
に
つ
い
て
は
山
悶
治
余
め
て
い
ま
令
。
~
か
く
あ
れ
ら
れ
が
ち
で
十
e

総
・
明
和
前
期
に
お
け
る
お
八
心
と
い
わ

者
は
一
日
五
時
間
、
月
二

O
日
で
一

O

録
音
援
に
あ
り
ま
す
。
市
立
保
奪
還

V
待
遇
一
日
陸
千
円
七
都
九
月
刊
毎
月
第
…
'
一
…
一
人
税
nn

勝
江
氏
そ
絞
殺
、
結
符
管
機
を
行
っ
て
い
ま
寸
劇
淡
…
…
…
閥
収
賄
慨
に
よ
り
、
約
輪
以
炎
治
的
…
戦
d
k
拭
魚
川
嶋
以
わ
た
コ
て
火
制
仏
抑
制
約
れ
る
の
も
フ
な
ず
け
ま
し
ょ
う
a

。
時
間
聞
を
最
低
限
度
と
し
、
そ
れ
以
上
(
持
、
寺
、
判
制
作
土
円
、
事
前
び
こ
、
被
マ
建
問
必
要
に
応
じ
て
決
定
甲
時
間
午
前
十
時
ケ
匂
十
一
一
時
去
に

V
議

掛

料

然

科

ご

綴

一

摘

の

あ

り

ま

し

た

所

は

然

治

成

総

鴻

大

や

Y
ミ
絞
め
鳩
加
が
予
す
い
れ
ま
…
綾
部
今
後
殺
し
、
必
タ
〆
設
相
時
(
術
的
見
欄
さ
ん
滋
)

内
総
骨
一
が
必
獲
で
す
。
一
戸
、
並
木
、
っ
く
し
邸
弘
前
ご
め
入
遜
マ
登
録
登
録
を
希
望
芋
る
人
は
、
受
甲
場
所
湖
北
地
区
会
開
民
館
マ
申
込
先
矢
花
控
八
一
一

1
一一六

Q
八
寸
す
の
で
、
践
的
合
に
働
き
か
け
、
蔚
す
め
て
哨
燃
え
倒
的
奴
幾
に
ご
欄
縫
い

首

長

外

勤

喜

票

重

重

要

宣

言

議

室

謀

議

議

録

申

込

込

書

(

霊

童

諜

に

あ

り

ま

す

一

V
内

容

室

内

判

事

か

句

喜

八

三

一

一

言

み

ま

よ

抗

議

し

て

い

た

ど

き

た

い

と

f
z、ご
号

く

だ

き

る

よ

っ

お

戸

岳

ぴ

こ

'rmトk
w
k
ま

ゆ

内

労

働

③

襲

が

い

な

い

家

事

霊

し

て

く

だ

さ

い

二

重

宝

譲

菱

重

の

も

の

唱

写

真

貼

付

)

草

襲

年

間

千

円

募

集

会

党

議

き

名

い

ま

ず

G

芸
、
話
会
に
よ
る
新
設
い
い
た
し
ま
す

c

p

2

1

1

1

4

1

〆
句
神
電

町
出
稼
な
Y
③
病
人
公
有
議
な
Y
必
ず
策

V
H問
い
合
せ
市
立
然
脊
滋
に
つ
い
て
然
母
安
治
取
得
託
明
書
の
写
し
を
添
え
曹
申
し
込
み
方
法
官
製
往
復
ハ
ず
る
べ
捺
お
子
機
遂
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
P

に

対

し

て

は

、

新

設

補

助

(

一

幻

七

千

(

驚

災

害

な

ど

は

暴

言

葉

ま

で

一

室

て

十

均

三

十

一

日

ま

で

に
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私
息
調
船
酔

理

官

官

製
精
米
ト
u

汎

齢
、
〈
気

傑
入
閣
蜘
叩
紬
聞
は

悩
絞
り
怠
州
民
家
で
に

ヲ棒、司びあ

ぷ
舎

新

会

仇

時
、
，

h
r

ふ
M

マl
fパ
イ

と

い

う

と

ま

と

ま

り

は

、

な

ん

で

も

総

統
匂
会
を
緩
い
神
げ
か
べ
る
人
が
多
い
。
し
か
し
し
脅
え
る
い
と
い
う
は
ど
の
民
主
f

、

i
U
4方
、

去

を

議

3
7率
二

十

…

孝

之

、

警

は

七

銭

同叫

E
U鳴
っ
て
港
行
す
る
ラ
イ
グ
ー
た
ち
も
い
る
。
ほ
か
は
幾
被
殺
。
そ
め
ほ
と
ん
ど
が

杭

i
J

オ
ー
ト
バ
イ
的
ツ
!
リ
ノ
タ
ク
ラ
ブ
ベ
パ
さ
ん
々
ラ
イ
タ
ー
勾
曲
判
事
ん

ど

1
:
i

件

皇

、

九
3
5
6
」
も
そ
の
な
か
的
ひ
と
つ
だ
問
返
し
て
い
ま
せ
ん
か
字

ダ

岨

芳

若

手

盟

主

月

に

余

震

し

、

ぷ

め

な

か

は

2

2

2

0

2

雲

ポ
現
夜
、
会
貝
は
、
一
一
ト
凶
歳
か
ら
二
十
ゃ
な
か
ま
者
ゑ
…
れ
ば
.
ム
チ
ャ
し
な

叶

七

歳

ま

で

一

一

1
一
名
を
数
、
え
る
。
河
一
い
こ
と
は
‘
わ
か
る
と
一
線
い
ま
す
い

J
 T

囲
内
宅
行
会
で
は
、
箱
根
や
、
袋
固
め
と
会
授
の
坂
巻
さ
ん
珍
走
行
会
で
は
、

制

滝

な

ど

、

関

東

近

辺

く

ま

な

く

出

か

け

ブ

i
ッ
、
へ
ん
メ
ノ
ト
、
ジ
ャ
ン
パ

い

て

い

る

。

i
、
手
袋
な
ど
を
し
っ
か
り
と
身
に

計
「
こ
の
夏
は
、
ニ
治
で
黒
部
に
行
つ
付
け
、
事
故
、
造
反
は
一
度
も
無
い

円

て

き

ま

し

た

。

八

J

で
撮
っ
た
鼠
禁
や
と
い
う
む
寸
年
怒
っ
て
も
乗
り
続
け

出

み

ん

な

の

ラ

イ

テ

ィ

ン

グ

ワ

ォ

i
ム
を
た
い
」
と
い
う
φ

ハ
イ
ク
再
送
力
は
ラ

か
悶
凡
な
が
ら
、
あ
れ
こ
れ
世
間
い
台
、
フ
め
は
吋
ハ
イ
ク
と
の
一
体
緩
い
「
緊
張

ぺ

ま

た

織

し

い

て

す

よ

い

と

会

で

も

そ

一

議
L

判
的
ぬ
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
:

a

ー
ク
な
人
で
縫
る
染
判
甘
さ
ん
a

仲
間
間
約
金
袋
縫
務
茂
治
笹
山
間

5
7
0
0

〈
オ
ー
ト
バ
イ
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
)

山
惜
し
ま
す
a

子
ど
も
一
が
好
き
な
人
で
し

た
ら
殺
説
明
、
年
齢
を
附
問
い
ま
せ
ん
e

曹
連
総
小
倉
時
八
二
i
九
六
問
問
問
問

(
午
後
七
時
以
怒
一

問者録だよ与
問い合せ宅

岱84-1110

鵠
時
蜘
稜
轍
掛
端
刷
会

い
の
ち
の
教
が

伶
物
税
務
総
附
明
氏

関
山
市
究
明
氏
的
絞
殺
約
一
人
紅
色
'
は
.

u
H
V

と
り
た
だ
〈
ヂ
さ
れ
る
内
J
V
待
つ

だ
け
々
と
省
吾
残
し
十
ス
践
で
的
問
問
L

hfha

経
知
れ
な
い
殺
し
み
の
中
で
、
父

は
自
品
ゆ
ず
の
即
応
に
つ
い
て
仰
な
ぜ
々
と
開
聞

い
つ
づ
け
P
3
9年
の
残
し
た
詩
的
手

話
一
段
〈
は
十
二
歳
」
が
出
版
さ
れ
、

高
氏
の
え
に
自
殺
を
考
え
る
子
供
や
予

の
非
行
に
諮
む
魂
速
か
ら
一
一
一
千
通
に
お

よ
ぶ
便
り
が
庖
き
、
氏
は
す
べ
て
の
便

り
に
退
事
奇
書
き
続
け
た
1

わ
が
子
を
救
え
な
か
っ
た
自
分
へ
の

漬
終
と
池
袋
内
滋
を
は
い
ず
り
回
っ
て

ぷ去
間
ル
ぬ
鳳
災
学
一
合
A
ゆ
い
と
w

}

ろ
か
‘
り
淡
求

L
C
い
る
山
州
総
抑
制
ツ
ヤ
4Ha
ん
を
別
問
、
失
…
一
一

邸
内
域
内
問
機
験
全
人
単
一
翻
し
ま
し
た
場
四
哨

代
に
官
一
つ
手
数
漆
が
、
絞
殺
と
共
円
い
こ

と
ば
と
ど
っ
隣
わ
り
、
判
読
書
爾
町
営
罪
に

入
っ
て
い
く
の
か
、
山
H
m
聞
を
巡
っ
て
ザ
織

を
一
進
め
て
い
き
ま
す
。

V
醗
銅
山
花
郁
子
氏

w
v
R
程
と
テ
i
マ

民
十
一
月
九
E
(
月
一
こ
と
ば
に
よ

っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
る
も
の

摂
十
一
月
十
点
目
(
晃
一
均
年
童
滋

r事長へ的手親jから

額
獲
僻
蹴
総
臨
時
休
館
の

・

8
知
ら
せ

開
閣
滋
絞
め
館
内
側
判
明
市
的
役
総
に
仰
げ
い
、

次
ぬ
と
お
り
綴
時
休
館
い
れ
ん
し
ま
守
μ

マ
齢
期
間
四
十
円
円
一
一
す
七
日
か
」
り
一
ニ
〈
ゾ
設

立
)
の
線
開
州
は
夜
却
も
で
き
ま
せ
ん
)

wv
変
更
内
容
。
市
中
史
端
与
ん
市
追
跡
に

究
室
室
を
設
建
L
ま
す
。

c
中市以品川凶占同

位
陣
内
に
開
法
見
ス
ペ

i
ス
を
設
け
ま
す
巴

V
M開
抽
出
尽
十
一
月
一
日
、
正
午
山
開
館

4
J
棋
大
原
案
酬
明
弘
一
線

心
的
火
阿
闘
機
M判
…
ー
は
、
叩
州
知
γ
都
内

滑
総
出
品
作
で
、
映
氏
法
人
み
の
大
地
械
的
げ

と
い
わ
れ
ま
す
。
出
現
念
幕
府
内
一
一
一
代
将

棋
で
歌
人
と
し
て
も
名
高
い
派
爽
樹
は
、

競
ケ
附
八
嶋
F

臼
で
公
暁
に
絡
枝
豆
」
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
止
命
日
に
着
込
¥
レ
恥
か

ら
降
り
る
時
を
山
叩
い
た
も
円
で
す
陪
む

185 
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換樹i時波スbト÷一占グブ刊一イブ、ツノ件ト
E、 1 一スタ一*~狩事入れヲンス象 2水1杭ミ

TIγ、ツジ川ノ「一ト川*哨欄穏融齢気知蜘料オ刃叫Jルレωガ
I *ピ戸ノ$主織華入F熔警臣儀喜華怒主肇*君穣震
ナ例1茅レ凶ンジ山宇レ山コ一柑な1Ct*べ
11ば刊ジド
i砂織し込4み市総1J:ia言葉

中央学信電フ史学入幾liP.究会で!謀、

祭器製襲握重苦言書写におおみ、チザJテ

イ nザーを行いi$サ。みなちん
のお穏で不閣と主主りきましだBF!l雑
貨 a持費務総などをど襲撃緩ください。

このパヅぬイ革、 11湾守主ヨから3臼

まで挙運霊祭iこて潤濯しi$crGりで、
ご祭主墨者をお待ちしていま帯。主主為、

i設益金の一郎校総社会主毒殺を惑を議会

へ豊富i'ttし、磁後のために愛ってい

た絞殺事す。

1>灘緩 f聖書室官85-1413(並木9

11-3 立話不コーポラス102)

置車JfA竺'!lr-埜ゴ誌全]
砂 8~喜 竹鍔8B(Eヨ)<子高官問的30

分厚害会

易会糧 事究者宅ミ子高高慢{体育皇室

1>纏密 骨堂書盟主主〈高妓生以上、
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